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  報道関係者 各位                                                 2014年 11月 6日

                       「いい夫婦の日」をすすめる会 

   

「いい夫婦の日」をすすめる会と一般社団法人日本ジュエリー協会が共同で行う「いい夫婦 ジュエリー作

文コンテスト 2014」の受賞作品が決定致しました。 

 

「いい夫婦 ジュエリー作文コンテスト」は、11月 11日の「ジュエリーデー」、11月 22日の「いい夫婦の日」

に先立ち、夫婦の関係をあらためて見つめるきっかけになり、いい夫婦がたくさん増えることを願って、ジュエリ

ーにまつわる夫婦やカップルの思い出を募集する作文コンテストです。 

 

今年は、「金銭的に厳しい環境のなか一生懸命貯金をしている夫婦への感動」や「お母さんの形見の指輪

をもらった感動」など 400文字以内と制限された条件のなかで、感動がにじみ出ていた多くの作品が寄 せられ

ました。中でも、応募者の年齢に応じた素晴らしい 5作品を選出致しました。 

（募集期間：8月 20日～9月 30日 応募総数：114件） 

 

■受賞作品 

・実は私も同じように貯金を続けている。4年後、お揃いのジュエリーを贈るために。  （33歳・女性） 

 

私の結婚式の 2週間前に親友が豪華な結婚式を挙げた。一番感動したのが、新婦に内緒のプレゼ

ント。片膝をついた新郎が、台だけの指輪を高く上げ「10年間、ダイヤを一粒ずつ贈ります。10年後

にこの指輪が完成します」というものだった。片や、私の結婚式である。やっと仕事が決まったばか

りの夫は、当時貯金はゼロ。母子家庭で親には頼れず、親族だけのささやかな結婚式は挙げたも

のの、指輪など買ってもらえなかった。結婚式前のナイーブさも加わって、親友の結婚式がいかに

素晴らしかったかを訥々と説き、夫を罵ったものである。その時、夫が苦し紛れにした約束がこれだ。

『これから 10年間、毎月千円ずつ貯めて、スイート 10を贈る』あれから 6年が過ぎた。3人の子供

にも恵まれ、毎日は忙しくも充実している。真面目な夫はちゃんと約束を守ってくれている。内緒だ

が、実は私も同じように貯金を続けている。4年後、お揃いのジュエリーを贈るために。 

 

 【その他、受賞作品】 

・彼が私に手渡してくれた。それは彼の母上の形見のオパールの指輪だった。  （58歳・女性） 

・母は聞いたことのない位大きな声で泣いて喜びました。  （36歳・女性） 

・普段は見せないキラキラした笑顔で「すごく嬉しい」って言ってくれた。  （41歳・男性） 

・「指輪ほしい？」「一応貰っとく」思い立ったが吉日。  （28歳・女性） 

 

   ※受賞作品は「いい夫婦の日」をすすめる会ホームページ（http://www.fufu1122.com/）に掲載中です。 

 

受賞者である 5名様には「エテルジュール」ジュエリー<参考小売価格 120,000円（税別）>を一般社団法人 

日本ジュエリー協会よりプレゼント致します。 
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＜参考＞ 

■「いい夫婦の日」をすすめる会とは 

 

1985年に政府が｢ゆとりの創造月間｣を 11月に制定。 

1988 年には、財団法人余暇開発センター（現：公益財団法人日本生産性本部）が夫婦で余暇を楽しむライフス

タイルを提唱しました。それをきっかけに新しく制定されたのが｢いい夫婦の日｣です。日付は、｢いい夫婦｣との

語呂合わせで 11月 22日に決定したといわれています。 

同センターによる普及のためのキャンペーンは 1988年より実施。その後、一般社団法人日本ボディファッション

協会の塚本能交代表が｢いい夫婦の日｣の趣旨に賛同され、ファッション・アパレル関連業界による｢いい夫婦

の日｣をすすめる会(7団体・2,200社)が発足しました。 

1998 年には新キャンペーンがスタート。｢いい夫婦の日｣は夫婦を単位とした新しいライフスタイルの提案とモラ

ルの啓発活動と併せて、新しいマーケット・モチベーションの創出を目的として広がっています。 

現在は、構成団体・協賛企業・協力企業が同じプログラムのもとに共同の販促プロモーション活動を行い、産業

界にとってのビジネス拡大にも寄与しています。 

 

 

■一般社団法人日本ジュエリー協会とは 
 
一般社団法人日本ジュエリー協会（Japan Jewellery Association 略称「JJA」）は、民法に規定されている営利

を目的としない業界団体として､昭和 63 年に通商産業省(現在の経済産業省)の認可を受けて設立しました｡ 

ジュエリー産業に携わる企業などの組織団体です。 

JJA は、ジュエリーに関する調査､研究､内外関係機関等との交流や協力等の事業を行い、ジュエリー産業の

健全な発展、振興を図っております。 

明治 42 年 11 月 11 日、日本で正式に宝石の単位（カラット／ct、1ct は 0.2g）を制定しました。宝石の記念日、

「ジュエリーデー」を 11月 11日と定めています。 

 

 


